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その年も終わってしまい、次の年になると、人々はヨセフのところにやって来て言った。

「ご主人様には何も隠しません。銀はすっかり尽きてしまい、家畜の群れもご主人様のも

のとなっています。私たちの体と土地のほか、ご主人様の前には何も残っていません。あ

なたの前で、私たちも土地も滅んでしまうでしょう。食料と引き換えに、私たちと土地を

買い取ってください。私たちは土地と共に、ファラオの僕となります。種をください。そ

うすれば、私たちは死なずに生き長らえ、土地も荒れ果てないでしょう。」(創世記 47 章

18 節～19 節) 

 

飢饉が激しく、エジプトもカナンも衰え果て、民は食料に窮した。彼らは銀を支払い、

穀物を求めた。ヨセフは膨大な銀を集め、ファラオの宮殿に納めた。銀が尽きると、人々

はヨセフの所に来て、「食料をください。銀が尽きたからといって、どうしてあなたの前で

死んでよいものでしょうか」と言った。ヨセフは、「家畜を出しなさい。銀が尽きたのなら、

家畜と引き換えに食料を与えよう」と応じた。馬や羊の群れ、牛やろばの群れを引いて来

たので、食料を与え、彼らを養った。「その年も終わってしまい、次の年になると、人々は

ヨセフのところにやって来て言った。『ご主人様には何も隠しません。銀はすっかり尽きて

しまい、家畜の群れもご主人様のものとなっています。私たちの体と土地のほか、ご主人

様の前には何も残っていません。あなたの前で、私たちも土地も滅んでしまうでしょう。

食料と引き換えに、私たちと土地を買い取ってください。私たちは土地と共に、ファラオ

の僕となります。種をください。そうすれば、私たちは死なずに生き長らえ、土地も荒れ

果てないでしょう。』」銀も家畜も差し出したが、飢饉は続き、残るものは、土地と自分の

体だけになった。民は、土地を売り、ファラオの僕になるので、種だけはくださいと申し

出た。そうすれば、生き長らえることができ、土地も荒れずに済むと、食料を求めた。ヨ

セフの政策は蓄えた穀物によって、飢えた人々から、銀、家畜、土地を買い取り、人間も

奴隷とした。長引く飢饉とは言え、全てを収奪する過酷な政策ではないか。 

人間の社会は、いつの世も、強くて豊かなことが至上の価値があるとされている。ファ

ラオはヨセフによって、膨大な財産を蓄積した。土地が全て、ファラオのものになったの

で、領土の端から端まで、民を自由に移動させた。ただ、祭司の土地だけは買い取らなか

った。祭司にはファラオから特別な手当てがあり、その手当てで生活していたので、彼ら

は土地を売らなかった。宗教に関わる人々には、格別な配慮をしたという訳である。 

ヨセフは民に、「私は今日、あなたがたと土地を買い取ってファラオのものとした。さあ

ここにあなたがたの種がある。これを地に蒔くがよい。収穫の時になったら、五分の一は

ファラオに納めなさい。五分の四は自分のものとして、畑に蒔く種、ならびに、自分たち

と家族、そして幼い子どもたちの食料としなさい」と言った。種をもらっても、飢饉では

作物の生育を望めないのではないかと思うが。小作量は 20％ということで、これは、民に

配慮した低い比率ではないか。日本では、百姓は「生かさず、殺さず」と言われたが、6 対

4、小作料は 4 割が大半だったとされている。ヨセフの政策は、全てを収奪したが、小作農

に対しては寛大であったと言えよう。彼らは、「あなたはわたしたちの命を救ってくださっ

た。ご主人様の目に適いますならば、私たちをファラオの僕にしてください」と感謝を表

わした。エジプトにおいて、20％の小作料が掟となった。 


